
　11月８日、美郷町学友館でビブリオバトル高校生県南大会が開催され
ました。ビブリオバトルとは、出場者がおすすめ本を紹介し、参加者が読
みたくなった本を投票する書評合戦イベントです。
　バトルには、湯沢翔北高校から３名、六郷高校から４名が出場し、推理
小説やライトノベルなどのさまざまなジャンルを紹介。制限時間５分間の
間にあらすじや本との出会いなどを挙げ、自身のおすすめする本の魅力を
PRしました。その後、発表を聞いた約30名の参加者が投票し、六郷高校
の富岡光さんが紹介した「超訳・般若心経」（三笠書房）がチャンプ本に
選ばれました。

ビブリオバトル高校生県南大会
読書をもっと身近に

MISATO TOPICS

　11月６日、美郷中学校で平成26年度中学生防火防災弁論大会が開催されました。弁
論大会は、中学生の防火防災意識を高めるとともに、地域住民の防火防災活動・意識の
普及啓発を図るため、秋田県消防協会大仙仙北美郷支部が
主催しています。
　大会には、大仙・美郷の４中学校から５名が登壇し、東
日本大震災での教訓や避難所開設訓練、事故に遭遇した出
来事や防火対策など、体験や自分の思いを織り交ぜながら、
熱弁を振るいました。審査の結果、最優秀賞には大曲南中
学校３年の小場心愛さん、優秀賞には美郷中学校３年の富
樫穂乃加さんと同校２年の伊藤浩士さんが輝きました。

中学生防火防災弁論大会
美郷中学生が熱弁を展開

　11月９日、美郷町公民館で美郷町体育協会（中村立夫会長）の設立10
周年記念事業が開催されました。中村会長は、旧町村の体育協会の合併
から現在に至るまでの経緯に触れ、「この10年間で多くの選手が県内外
の大会で活躍している。子どもや選手たちの活躍には、町、学校、ス
ポーツ少年団などが健康面や技術面、環境面で支えることが必要。みん
なで、さっとずつ、ともに頑張りましょう」とあいさつしました。加盟
団体による演武では、千矢弓道会が矢渡しと射礼を、武術太極拳真昼会
が太極拳と太極扇を披露。日ごろの活動の成果が実演されると、参加者
たちからは盛大な拍手が送られました。

美郷町体育協会設立10周年記念事業
創生から現在～そして未来への架け橋～
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　11月４日、役場庁舎で町の交通指導員と防犯指導員の辞令交付式が行
われ、交通指導員21名、防犯指導員７名に辞令が交付されました。交通
指導隊の隊長に小原則夫さん（後三年）、
防犯指導隊の隊長に湯川安宏さん（西高方
町）が新たに任命されました。
　松田町長は「町の基本となる安全・安心
の下支えとして、今後も尽力していただき
たい」とあいさつを述べました。両指導員
の任期は平成28年10月末までの２年間です。

交通指導員・防犯指導員辞令交付式
地域の安全・安心のために

▲湯川安宏さん ▲小原則夫さん

◀左／富樫穂乃加さん
　右／伊藤浩士さん　　　　
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▲（後列左から）仙南大正琴同好会の梅川涼子さん、
　川本摩耶さん、（前列左から）米沢利一さん、佐藤
　昭夫さん、佐藤定子さん
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M I S A T O  T O P I C S

　11月16日、美郷町公民館で美郷町芸術文化協会（髙橋進会長）の設立
10周年記念式が開催されました。式では、長年にわたり地域の芸術文化
の向上に貢献された方など下記の４個人１団体に芸術文化賞が授与されま
した。その後、受賞者による発表や、花火研究家の小西亨一郎さんによる
「大曲の花火が世界一と呼ばれるわけ」と題した講演が行われ、設立10
周年の節目をお祝いしました。

美郷町芸術文化協会設立10周年記念式
４個人１団体に芸術文化賞を授与
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美郷大使記念鼎談で美郷大使記念鼎談で
コーディネーターを務めるコーディネーターを務める
松田町長松田町長

美郷大使記念鼎談で
コーディネーターを務める
松田町長
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■功労賞　せんはた松並コール　佐藤 定子さん（一丈木）
　　　　　六仙会　　　　　　　佐藤 昭夫さん（下鑓田）
　　　　　仙南書道同好会　　　米沢 利一さん（中島・藤原）
■奨励賞　仙南大正琴同好会　
■栄光賞　美郷中学校　　　　　川本 摩耶さん（２年）
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